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特定の地域において編纂されたテキストである郷土誌には，地域の特性および人々に認識された地域像

が反映されていると考えられる．そのため，郷土誌の構成内容の分析から，その地に暮らす人々が抱く地

域イメージの種別・様態を読み取ることが出来る． 
	
 本研究では，岐阜県郡上市八幡町において住民によって編集，発刊された『郷土文化誌 郡上』全10

巻を対象として分析を行い，掲載コンテンツのカテゴリーから郷土誌の構成を把握し，さらに文芸作品と

して表現されたテキストから地域イメージを抽出し，その特徴を明らかにした．  
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1. はじめに 
 

(1)	
 研究の背景 
私たちの暮らす世界は，土地に固有の山河を土台に

人間が生活を営んできた集積の上に成立しており，中

村は『都市をつくる風景』1)において，そのような世界

をトポス（場所）と呼び，トポスと身体を繋ぐものと

しての風景の重要性を挙げている．つまり，風景とは

主体と環境の関係性から規定されるものであり，眼前

に現れる風景は，無限に知覚される眺めから特定の眺

めを意識的に取り出された状態である．そのような，

個人によって発見された風景は多くの表現手段を用い

て他人に共有され，あるものは共通の「見方」として

集団の風景となる．風景として対象化しておらずただ

無意識に眺めている状態から風景として意識される状

態，さらに共通の見方として集団の風景となる状態へ

と次元が移行する際の重要なファクターの一つとして，

地域文化がある．特定の地域において編纂されたテキ

ストである郷土誌には，地域の特性および人々に認識

された地域像が反映されていると考えられる．そのた

め，地域文化を記述した郷土誌の構成内容の分析から，

その地に暮らす人々が抱く地域イメージの種別・様態

を読み取ることが出来ると考えられる． 
 

(2)	
 研究の目的 
以上の背景を踏まえ，本研究では岐阜県郡上市八幡

町において住民によって編集，発刊された「郷土文化

誌 郡上」を分析対象とし， 文芸作品として表現された
テキストから郡上八幡町の地域像を抽出し，その特色

を明らかにすることを目的とする． 
 
(3)	
 研究の位置づけ 
	
 地域研究において，テキストから地域を捉えようと

する試みは数多くなされ，その中で様々な手法が模索

され，展開されている． 
 	
 池田 2) 3)は，高山を対象に書かれた複数作品を対象と

してイメージ画や景観要素の位置図から地域らしさを

表現する地域イメージを抽出し論じた．吉本 4)は都市協

会発行の機関雑誌から地域・都市施設・時代の記述を

分析することで，近代大阪の都市認識を論じた． 
	
 このようにテキスト中の描写から地域景観を抽出・

記述し共通の見方をあぶりだそうとする一方で，尾野
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の研究 5) 6)に代表されるような，テキスト中におけるく

らしの描写・心情描写から自己の内面と風景認識過程

の相互的な関係性を記述するものもある．	
 

	
 本研究では，郷土誌という資料を用いた地域イメー

ジの記述を目的とすることから前者の研究に位置づけ

られると考える．	
 

 
2．	
 対象地の概要	
 
	
 

岐阜県郡上市八幡町（以下，郡上八幡）は，2004年
に八幡町を含む郡上郡の7町村が合併してできた郡上市
のほぼ中央に位置し，2008年10月1日現在で，人口15,535
人，面積242.31㎢である．東西及び北の三方を山に囲ま
れ，市街地を南北に長良川，東西に吉田川が走る．郡

上八幡は1559年東殿山の戦いで東氏を滅ぼした遠藤盛
数が郡上八幡に八幡城を築城したことから現在の市街

地に城下町が形成され，飛騨・越前・加賀を結ぶ交通

の要所として発展した．また，岐阜県・福井県・石川

県をまたがる白山を仰ぐ白山信仰の成立による白山文

化，中世の武家歌人東氏により築かれた文化は郡上八

幡の地理的条件も重なり，郡上八幡独自の文化として

根付いていった． 

 
図-1	
 郡上市及び八幡町の位置	
 

 
3．	
 「郷土文化誌	
 郡上」の概要と分析対象	
 
	
 

(1) 「郷土文化誌	
 郡上」の概要	
 
	
 「郷土文化誌 郡上」は，詩や連句，暮らしのフォト
グラフ，郷土史研究，随筆等が掲載された文芸集であ

り， 1971年から1999年までの28年間で10冊刊行されてい
る．本町にて郡上紬を扱う呉服店を営む谷沢幸男

（1931-2003）が編集長を務め，詩人の水野隆（1937-
2009）や郡上北高校の教師であった高田英太郎（1931-
2005），画家の水野政雄（1938- ）など八幡町にて生活
する人々が編集に携わった．基本的な販売方法として

は，希望者に個人的に販売したり，郡上市内の本屋や，

編集者の経営する店舗（おもだか家や喫茶「門」）に

て販売された．最終巻である10巻は，郡上郡高鷲村
（現 郡上市高鷲町）特集だったこともあり，高鷲村に
は全戸配布された． 

表-1	
 「郷土文化誌	
 郡上」の刊行年	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
（※第5・6号は合併号である）	
 

	
 

図-2	
 「郷土文化誌	
 郡上」第5巻表紙	
 

	
 

(2)	
 「郷土文化誌	
 郡上」の構成	
 
	
 「郷土文化誌 郡上」全10巻を用いて，コンテンツ毎
に筆者・題名・内容を読み取り，1つのコンテンツに対
して表-2に示す30種類のラベルの内のいずれかを付与
し，それら30種類のラベルを9つのカテゴリーに沿って
分類した．表-2に各々の種別とカテゴリーを示す． 
 

表-2	
 コンテンツの種別とカテゴリ- 

	
 

 
	
 表-2 にしたがって分類し，巻数毎に整理した結果を

図-3，詳細な結果を表-3に示す． 
	
 図-3 には各巻ごとのコンテンツの種別の内訳を示し

ている．全巻を通じて，くらし・文芸・郷土史は一定

の割合を占めており，その中でも文芸の占める割合は

常に高く，表-3 の内訳に示す通り，文芸の中でも随

筆・短歌・俳句が高い割合を示す． 
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図-3「郷土文化誌	
 郡上」コンテンツのカテゴリー内訳	
 

	
 

表-3	
 「郷土文化誌	
 郡上」コンテンツのカテゴリー内訳詳細	
 

	
 

	
 その他特筆すべき点として，詩では「水野隆詩のサ

ロン」，連句では「奥美濃連句会」主催の連句会や，

連句会ならびに水野隆が中心となった一年に一度の

「連句フェスタ宗祇水」が行われており，「郷土文化

誌 郡上」の中にもそれらのイベントがきっかけとな
り寄稿された詩や，奉納された連句が紹介されている．

また，「郷土文化誌 郡上」のメンバーが大寄席会を

長年にわたって開催したり，劇評という要素が示すよ

うに，演劇活動の高まりを受け「劇団ともしび」とい

う演劇集団が町民を中心として 1958 年に結成された
りするなど，八幡町の文芸文化は幅が広く，「郷土文

化誌 郡上」が刊行されていた時期に精力的な活動が
行われていたことがわかる． 
 「郷土文化誌 郡上」では，7巻で大和村，8巻に白鳥
町，10 巻に高鷲村の特集が組まれ，各々の巻では，
特集された町村の俳句会や短歌会の作品が寄稿されて

おり，八幡町のみならず隣接する大和村や高鷲村から

の寄稿も多く，郡上市全体としての文化の円熟が伺える． 
	
 

(3)	
 分析対象の選定	
 
	
 以上の特色を有する「郷土文化誌 郡上」から，郡上八幡
について書かれた随筆を対象としてテキストの分析を行う．

随筆を分析対象とする理由は，筆者の体験に基づいて描かれ

た作品であり，郡上八幡での景観体験がテキストに反映され

て，主体の心象との眺めや環境との関係をみることが可能で

あると考えたためである． 
	
 分析対象作品の概要を以下の表-4 に示す．表-4 に示

す通り，作者の属性としては居住者（現在過去含

め）・旅行者に分類される．随筆を分析対象としてい

るため，作中の主人公属性は筆者と重なる． 
 

表-4	
 分析対象作品概要 

	
 

	
 

4．	
 景観要素に着目したテキスト分析	
 
	
 

(1) 分析の概要	
 
	
 作品における地域景観の描写を把握するために文章

中に登場する景観要素に着目した分析を行う．前述し

た池田の既往研究 2) 3)を踏襲し，景観要素を示す語句の

抽出・分類を行った後，テキストマイニングを行う為

のフリーソフト「KH corder」を用いて語の共起関係を
抽出する． 
	
  
(2) 景観要素の抽出と分類	
 
a) 景観を表す語句の抽出方法	
 
	
 本研究では，松下文法を基にして語句の抽出を行う．

松下文法とは，松下大三郎によって生み出された，日
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本初の一般文法であり，体系的口語文法論であると言

われている 7)．言語の構造を文章の内容である思念と外

的記号の対応という観点から捉え，原辞・詞・断句の

三段階によって分析する点に特徴がある． 
	
 本分析では，英語の part of speech にあたるとされる
「詞」という単位を導入する．詞の区切りは，助詞を

目印とし，修飾詞と被修飾詞についてはそれらをまと

めてひとつの詞として分析を行い，名詞句を抽出する．

抽出の例を以下の図-4に示す． 
 

 
図-4	
 名詞句抽出の例 

 
	
 図-4 に例示した語句抽出方法によって分析対象作品か

ら語句を抽出した．表-5に各作品の抽出語句数を示す． 
 

表-5	
 各作品の名詞句抽出数 

	
 

	
 

b) 景観要素の分類	
 
	
 上に示す抽出方法により抽出された語句を， ⅰ)雰囲
気を規定するもの，ⅱ)構図を規定するもの，ⅲ)添景と
なるものの 3 つのカテゴリーに従って分類し，各々を
22 種類の要素に分類した．表-6 に各々の種別について
景観を表現した語の集計結果を示す． 
 
	
 作者の属性によらず，多くの作品で共通に出現して

いるのは山(作品 1,4,5,6,8,10,12)，町（作品 3,5,6,9,10,12），
路地(作品 2,4,5,9)，八幡城(作品 1,4,6,8,9,10)，おもだか家
(作品 4,7,8,9,12)，宮ヶ瀬橋(作品 4,9,10,11)といった場の構

図を規定するものに分類されている語である．この結

果より，音や匂いなどの瞬間を捉えて表現するものや

家の一部分などに着目したものに比べて，自然地理的

条件やまちの骨格となるもの，観光対象となるものの

方が共通に認識されているという結果が得られた． 
	
 おもだか家民芸館は，前述した詩人の水野隆の生家

であり，水野隆の父，日本画家の水野柳人が集めてき

た民芸品のコレクションが展示されている．水野隆は

「連句フェスタ宗祇水」や「水野隆 詩のサロン」など
の開催の中心ともなった郡上八幡の文芸の発展に大き

く貢献した人物であると考えられる． 
	
 また，その一方で「空気」「匂い」「光」といった

要素は，筆者属性が旅行者の作品には登場するものの，

居住者の作品には登場しない．このことより，居住者

に比べて旅行者の方が聴覚のみならず五感を通じてま

ちを感じ，まちのイメージとして作品に描写している

ことがわかる． 
	
 	
 

表-6	
 景観を表現した語の分類	
 

（※(	
 )内は表5にある作品ナンバーを示す）	
 

	
 

(3) 	
 景観要素の分類結果からみる共起関係	
 
a) 分析方法	
 
	
 作品における郡上八幡の描写に対して，景観要素同

士の共起関係を分析することで，地域イメージを構成

する上で重要な役割を果たす要素を抽出し考察を行う． 
	
 分析には，樋口耕一氏が開発したテキストマイニン

グの為のフリーソフトウェア「KH corder」を用いる． 
(2)で抽出した 22 種類の景観構成要素を用いて，共起関
係を分析する． 
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b) 景観要素の共起関係	
 
	
 「KH corder」を用いて，対象作品全体の 22種類の景
観要素における共起ネットワーク図ならびに，筆者属

性別のサブグラフ検出を用いた共起ネットワーク図を

作成した．結果を以下の図-5・図-6・図-7に示す． 

 
図-5	
 景観要素の共起ネットワーク図（作品No.1〜No.12）	
 

	
 共起ネットワーク分析の結果より，音の要素の媒介

中心性が高いことがわかる．このことから，八幡町の

景観は，音を表現する語を中心として多くの景観要素

が付置されていることがわかる． 
 

 
図-6	
 景観要素の共起ネットワーク図サブグラフ検出（居住者）	
 

	
 

図-7	
 景観要素の共起ネットワーク図サブグラフ検出（旅行者）	
 

	
  

	
 図-6・図-7には，筆者の属性別のサブグラフ検出を

用いた共起ネットワーク図を示している．サブグラフ

検出とは，相対的に強く結びついている語同士をグル

ープに分ける方法である． 
	
 サブグラフ検出の結果より，要素のグループ数の差

異を見ると居住者が4グループであるのに対して，旅行
者が5グループである．また，居住者の1グループにお
ける要素数が平均して約3個であるのに対して，旅行者
のグループの中には，突出して1グループに6個の要素
を持つグループがある．そのグループをみると，まち

の要素に対してみちや川，建造物などがグルーピング

されており，旅行者の方が八幡町を認識する際に，八

幡町を大枠で捉えていることがわかる． 
 
5．	
 景観を表現する語の特徴と考察	
 
	
 

(1) 構図を規定する語についての考察	
 
	
 本章では，景観を表現する語の中から地域イメージ

の認識として特徴的と思われる語の具体的内容につい

て考察する．まず場の構図を規定する語の中でも頻出

する「みち」に分類される語の文章内での表現に着目

し， 抽出したテキストを表-7に示す． 
	
 居住経験者と旅行者での描写の違いをみると，居住

経験者の作品に出現するみちの表現には，みちの説明

が細かく，過去の経験との密接なつながりから，居住

者はまちを，通りを中心として認識していると考える． 
	
 また，図-8・図-9 に抽出された景観要素から位置の

読み取りが可能なものを居住者・旅行者別に位置図に

おとした．旅行者が認識している景観要素が点的なも

のであるのに対して，居住者が認識している景観要素

が通りなどの線的なものであることがわかる． 
表-7	
 「みち」に分類される語の文章内での表現抽出	
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図-8	
 景観要素の位置図(居住者) 

 

図-9景観要素の位置図(旅行者)	
 

 
(2) 雰囲気を規定する語についての考察	
 
	
 次に雰囲気を規定するものというカテゴリーに分類

される語の中では，音や匂い，触感，空気など五感に

関する描写が多くみられた．それらの語をさらに分類

すると，川や水に関する描写，おどりに関する描写，

子供の声や町からにじみだす生活音など生活に関する

描写，その他の描写というように大きく 4 つに分ける
ことができる．「水と踊りの町 郡上八幡」というキャ
ッチフレーズに沿った地域イメージが，五感を通じて

人々に認識されていることがわかる． 
 
(3) 場の添景となる語についての考察	
 
	
 場の添景となるものの中では，格子戸や出格子，千

本格子など町家を想起させるものが出現している．ま

た，前出した「みち」という種別に入っているが，作

品 9 の中にも紅殻格子といった町家を想起させる表現
がある．語に着目し抽出したテキストを表-8に示す． 
 
	
 郡上八幡では，吉田川を挟んで北側にある通称「北

町」が「郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区」とし

て 2012 年に国の重要伝統的建造物群保存地区に選定さ

れるなど，城下町・侍町の面影を残す連続性をもった

北町の家並みの保全が住民・町役場を挙げて進んでい

る．北町のこの活動は，1984 年の街並み調査をきっか

けとして自らの町に大正・昭和初期の建物が多く残さ

れていることを地域住民が自覚し，1980 年代後半から

1990 年代前半にかけて柳町・鍛冶屋町・職人町での町

並み保存会を組織し，20 年以上の歳月をかけて現在の

町並みが形成され，伝建地区指定に至った．	
 

	
 今回，場の構図として抽出した語の中にも「家並み」

(1,9 巻)や「町並み」(4 巻)「家々」	
 (5 巻)といった語

が出現している．「郷土文化誌	
 郡上」の主たる刊行時

期は表-1に示すように 1980 年代以前であり，町並保存

や整備活動が始まる以前であるが，文芸の中にはすで

に意識されていたことがわかった．	
 

	
 これに対して，場の添景として抽出された語が示す

位置は，郡上八幡の中でも吉田川を挟んで南側の通称

「南町」と呼ばれる地域であり，格子戸や出格子など

町家を連想させる語句が頻出している．南町では多種

類の建物が混在しており，連続した家並みとしてまと

まりをもって認識しづらく，人目につきやすい風情の

ある町家の細かな部分が強調して描写されたものと考

えられる． 
 
表-8「格子」等に分類される語の文章内での表現抽出 

 
	
 

6．	
 まとめ	
 
	
 

	
 本研究では，郷土誌というテキストデータを用いて，

ⅰ)郷土誌のコンテンツのカテゴリーを分類し，ⅱ)景

観要素の抽出や抽出された要素の文脈での扱われ方を

読み取ることで地域イメージの特徴を把握することを

試みた．得られた成果は以下の通りである．	
 

	
 

①	
 郡上八幡では，詩や短歌，俳句といった文化が円

熟しており，大寄席や連句会を頻繁に開催するよ

うなコミュニティが町内で多層的に形成されてい

る．また，八幡町だけではなく，近隣の白鳥町や

大和村でも文芸文化が発達し，郡上市全体として

の文化活動の状況を把握することができた．	
 

②	
 随筆作品のテキスト分析から，共通して出現する

景観構成要素となる語句として，山・路地・八幡

城・おもだか家・宮ヶ瀬を得ることができ，これ

らは郡上八幡の地域イメージを構成する要素であ

ると考えられる．また，これらの語は，まちの枠

����
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組みを決める地理的条件やまちの骨格となるもの，

観光対象となるような場の構図になるものである

ことが明らかとなった．	
 

③	
 抽出された景観要素を文脈レベルで読み取ること

により，居住者は通りを中心として認識している

傾向があるのに対して，旅行者が認識している景

観要素はポイント毎の点的なものであり，主体の

属性によってまちの認識のされ方が異なる．	
 

④	
 五感に関する描写では，川や水に関する描写，踊

りに関する描写，子供の声や町からにじみだす生

活音など生活に関する描写，その他の描写という

ように大きく 4つに分けることができ，「水と踊
りの町 郡上八幡」というキャッチフレーズに沿
った地域イメージが，五感を通じて人々に認識さ

れている．	
 

⑤	
 郡上八幡の北町と南町といった特徴の異なる地区

の違いが，テキストから抽出された景観構成要素

となる語の違いとしても現れていることが確認で

きた．	
 

	
 

	
 以上のように，地域イメージの特色の把握に際して，

郷土誌という媒体は，多面的な分析が可能であること

を示すことができた．	
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A STUDY TO ANALYZE THE REGIONAL IMAGE BASED ON KYODOSHI  
(MAGAZINE OF THE CHRONICLE OF LOCAL HISTORY AND CULTURE) 

—A REVIEW OF “KYODO BUNKASHI GUJO”— 
 

Yuka HASHIMOTO ,Yoh SASAKI 
 

 It is believed that Kyodoshi (a magazine of the chronicle of local history and culture) which is the complication regarding the local history of 
specific area reflects local characteristics and the area image recognized by local community. Therefore, based on analysis of the Kyodoshi, the 
classification and mode of the regional image recognized by local community can be interpreted. 
 In this study, 10 series of “Kyodobunkashi Gujo” published by local community in Gujo Hachiman-cho, Gifu Prefecture were analyzed. As  the 
main results are as follows: published contents reflects the cultural activities in the reagion,  the text  analysis of essayes shows the characteristics 
of visual image elements recognized residents  and visitors that also reflects the townscape of the districts.
 


